　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さて今日は、「思春期の子供とどう関わるか」というタイトルのセミナーですが、三部に分けてお話しを進めたいと思います。まず基本的原則、次に思春期の特徴、さらに思春期への対応ということです。

基本的原則

まず何事も、原則を知ることが必要です。「木を見て、森を見ず」という言葉がありますが、まず物事の原則を確認しましょう。一言で思春期と言いますが、この時期は、性の目覚めから始まると言われています。そして二〇歳頃までで思春期を卒業して欲しいのですが、思春期が終われないというのが現代社会の一つの問題でもあります。
さて、いずれにしても、人生八〇年と言われる時代にあって、思春期とは、人生の一時期であることを理解したいと思います。つまり、人間が人間として成長していく過程の限られた一時期です。ですから、思春期という限られた時期を正しく理解するためには、人間の成長という全体を理解しないと、迷いの森に入ってしまうことになります。そこで、基本的原則です。

●神のかたちとしての人格　

　神に造られた人間が人間として生きていくために、最も大切な基本的な事柄が、聖書の一番初めの書である「創世記」に記されています。
　「神はこのように、人をご自身のかたちに創造された。神のかたちに彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。」　　　　　　　（創世記一章二七節）

　「神のかたち」とは何でしょうか？　これを「人格」と私たちは理解しています。人格とは、「自分で考え、自分で判断し、自分で選び、その結果を得ていく」という主体性のことです。。人間には自由が与えられています。それは考える自由、判断する自由、選択する自由、すなわち人格的自由です。そして自由には責任が伴います。考えて、判断して、選択すると、そこに結果が現れます。その結果を刈り取ることが責任ということです。この結果を得るということこそ人間が人間として生きている実感なのです。
　人間として成長するということは、神に造られた人間として、神のかたちである人格において成長することです。
　逆を考えると良く理解できるかもしれません。もし、人格が認められなかったらどうでしょうか。　

　人格の支配の方法は、大きく分けて二つあります。一つは洗脳型、もう一つはマインドコントロール型です。

　洗脳型は、強制的に相手の人格を思い通りに支配するもので、例えば強制的に監禁して肉体的、精神的に拷問を加え、相手の自由意志を奪って思い通りに動かそうとする、これが洗脳の世界です。子供への虐待などまさに洗脳型の人格支配です。しかし、そこまでいかなくても、例えば、子供が親のいうことを聞かない。そんな時親が、恐ろしい声で叱りつけ、睨み付け、脅迫的な言葉を掛け（言うことを聞かないと外に追い出すぞ！など）相手に恐怖感を与えることによって親の思い通りに行動させようとするのです。ここには子供が自分で考え、判断し、選択する自由はありません。

　もう一つはマインドコントロール型です。これは相手がコントロールされていると気が付かない方法で、人格を支配するものです。洗脳よりは高度なテクニックかもしれません。この時に多用される言葉が「あなたのために」「愛しているからこそ」という言葉です。相手が考える前に「情報制限」をして、それしか考えられないようにする。相手が判断する前に「先回り」をして状況を整えてしまう。相手が選ぶ前に、すでに選択の余地をなくしてしまう。結果は、こちらの願った通りになります。

　他にも、例えば本人が言うべき言葉を代わりに言ってしまう「代弁」や、本人がするべきことを代わりに行ってしまう「代行」も支配の形の一つです。

　支配する側がより知恵を持つと、この二つの方法、つまり「アメとムチ」をうまく使い分けて、要するに自分の思った通りの結果を得ようとします。

もし、自分たちが、考える自由、判断する自由、決断する自由を剥奪され、一切それらの自由が認められなかったとしたら、それはもはや人間として認められないということです。ロボットと同じです。自分の意志がまったく否定されたらどうでしょう。自分で判断することが許されなかったらどうでしょう。自分で選ぶことが出来なかったとしたらどうでしょう。そして何も自分で成し遂げたという体験を得られなかったとしたら…。
人間にとって最も深い傷は、神のかたちが傷つけられることです。それは、人間としての存在に関わることだからだです。言い方を変えると人格を支配する、つまり神のかたちを支配することは、神ご自身を支配しようとすることにもなります。

　人間は「神のかたち」に造られました。それは人間にだけ与えられた神の恵みです。しかし、同時に人間は神に逆らいました。その結果、「神のかたち」が傷ついてしまいました。人格は神のかたちですから、神との正しい関係なくして成立し得ません。神から離れた人間の「神のかたち　人格」が傷つくのは当然のことです。

　しかし聖書によれば、イエス・キリストは、私たちの罪を取り除き、人格を回復するために来てくださったのです。これも「救い」の中身の大切な要素です。イエスを信じることは、傷ついた人格が回復することであり、神に造られた本来の自分を取り戻すことなのです。自分を取り戻すことによって、神を愛すること、自分を愛するように隣人を愛することが可能になるのです。

　人間の成長を考える時、人間は一生かかって、神のかたちを回復していくということです。ですから思春期という一時期も、この原則に変わりありません。

思春期の特徴
思春期の時期をアイデンティティ　クライシスと呼ぶことがあります。つまり思春期とは、自我の危機的状況にあるということです。しかし、「危機は、好機」と言うように、決して否定的な危機ではなく、新しい世界に飛び立つ好機でもあるのです。

思春期の子供は、自立への最終段階にあるわけです。これからいよいよ自分の足で人生を歩んでいかなければならない。そのことを本能的に察知してるのです。
この時期の子供は、離陸するために滑走路を走っている飛行機のようなものです。無限の大空に向かって飛び立つ時です。私は、飛行機が離陸する時が一番好きです。しかし、なぜか皆が無口になり、少しの緊張感があるのも感じます。生まれて初めて飛行機に乗った時のことを覚えています。離陸する時の、ものすごいスピードで滑走路を走っていく時の緊張感、確かに不安が一杯でした。思春期の子供たちも、それに似た不安と緊張を感じているのです。飛行機が飛び立つためには、ジェットの推進力と逆風が必要です。逆風が弱いと飛びたてません。また逆風が強すぎても前に進めません。適度な推進力と逆風が必要なのです。親は、子供にとって時に逆風になり、時に推進力になるのです。それこそ親の存在と役割なのです。（それは次の部で具体的に見ていきます。）

思春期は、「自分で考え、判断し、選択する」という「自分」が確立する時です。この時期に二つの両極端な行動が見られることがあります。それは「早く大人になりたい」「大人になりたくない」というものです。

＊「早く大人になりたい」
このタイプの子供たちは、早く離陸したくて急ぎすぎて滑走路からはみ出してしまった子供たちです。ここに潜む思いは、大人への失望と怒りです。ここで言う「早く」というのは、「お父さんのような立派な大人に早くなりたい」というものではなく、「早く大人になって、親から逃れたい」というものです。このタイプの子供の心にある親への言葉は、「うるさい、ほっといてくれ、なぜ認めてくれない？　なぜ理解してくれない？　自分たちはどうなんだ！」です。

あんなに良い子だったのになぜ？　思春期になって別人のように変わってしまった、という話しを良く聞きます。多くの場合、このタイプは人格が抑圧されてきている場合がほとんどです。思春期とそれ以前とのギャップが大きいほど、そのことが言えます。つまり、それほど抑圧が強かったということです。

思春期という時期は、「自分」が確立される時期です。それまで「自分」が抑圧されて来た場合、思春期といいう時期の到来と共に、「自分」が強くなり、その抑圧から飛び出そう試みるのです。それは外見的には、反抗と映ります。しかし反抗が強ければ強いほど、それまでの抑圧が強いということになります。

ボールを水の中に押さえ込めば込むほど、ボールは勢いよく飛び出します。もともとボールは、沈む性質を持っていないからです。同じように、人間も人格を持った者として造られました。その人格は沈む性質ではなく、浮き上がる性質を持っているのです。つまり人間は人格的に生きるように造られているということです。

ですから思春期以前に、親が子供の人格とどのように向き合って来たかが、思春期に一つの結果として見えてくるのです。子供の考えていること、判断していること、選択すること、それらをどれだけ尊重し、伸ばそうとしてきただろうか。

本当の愛とは、子供のために子供の人格を抑圧することではなく、子供のために人格を尊重してあげることなのです。このタイプの子供たちは、本当に自分が自分として認められることを願っています。ですから自分をアピールします。服装や行動をもって精一杯に自分が自分であることを主張します。それは「愛しくれ！」という叫びでもあります。大人から見れば反抗、非行とし見えないものです。そしてそこから反社会的な行動、犯罪、ドラッグ、性の乱れなどの罠にはまっていくのです。
＊「大人になりたくない」

このタイプの子供は、離陸するのが怖くて、途中で滑走するのをやめてしまった子供たちです。この子供たちの心にある言葉は、「自分なんかダメだ。どうせ無理だ。自分なんか価値がない。」さらに「こんな自分にしたのは誰だ！」という親への怒りです。

思春期になって人格の抑圧を打ち破ろうとする力も持てない。それくらいに人格が弱くなってしまっている状態です。「自分」を否定され続けてきたので、もはや飛び立つ力がないのです。この子供たちは、犯行や非行で自分を表現することが出来ないので、自分の世界に引きこもることによって自分を守ろうとします。その小さな空間にしか、自分を保てる場所がないのです。そして、親に反抗できない代わりに、自分を傷つけることによって、どれだけ自分が苦しんでいるかを理解してもらおうと試みます。そして親が苦しんでいるのを見て、自分の苦しみが理解されたと受け取ります。前者のケースは、親や社会に自らの抑圧された思いをぶつけますが、この場合には、自分自身にぶつけるわけです。リストカットなどの自傷行為や引きこもりという状態です。

この場合も、やはり親は子供の人格を抑圧しています。その抑圧がどちらかというとマインドコントロール型で、つまり子供も何に対して反抗していいのか分からない状態です。いつの間にか、自分で考えることや選ぶことが出来なくなっている自分がいるのです。そして思春期に入り、いざ「自分」で生きることが社会的にも求められる時、まったく、その成長過程の要求に応えられないのです。そこで、社会に参加することを放棄して、自分の世界の込もるしかなくなってしまうのです。
ここまで、思春期に噴出する問題を、「人格」というキーワードで見てみました。ちなみに、夫婦関係も、その子供の成長に大きな影響を与えるわけですが、なぜなら夫婦とは神のかたち（人格）を現すために存在しているからです。ですから夫婦関係の質が、そのまま子供の人格形成に影響を与えるのです。

両極端のケースを見ましたが、根は同じです。そして程度の差はあれ、この二つの狭間で揺れ動いているのが、思春期にある子供たちです。

人格（自分）を確立するために反抗し、あるいは引きこもっているのです。方法は両極端ですが、目的は同じです。なんとか自分が自分であることを保とうとしているのです。

思春期の子供への対応
さて、それでは思春期にある子供と、どのように関わっていったらよいのでしょうか。まず整理してみましょう。自分の子供がどうなったら「ああ良かった。良く育ってくれた」と思えますか？　その子供の姿を想像できますか？　その姿は、子供の人格が尊重されたものですか？　それとも親の理想、安心感、達成感を満足させるものですか？　

さて、この思春期に噴出する危機は、好機であることを認識しましょう。子供の人格を成長へと導くために神が用意してくださった「回復の時」なのです。この時に親として、どうしても確保しておかなければならないことは、

＊神の最善の計画を信じること

　　　　　　　　　　（エレミヤ二九章十一節）
＊神の変わらない愛と赦しを信じること

　　　　　　　　　　　（エレミヤ三一章三節）
＊神を賛美すること　　　　（詩篇三四篇一節）
なぜならこの時期に、親としての自分の子育ての実態を見せられるからです。しかし、親として「失敗したな」と思うことがあっても、「神に失敗はない」ことを信じましょう。私たちの人生は神のものです。神は全てを最善に導いてくださいます。私たちに必要なのは、謙虚になって、しっかりと現状を見据え、そして親として今出来ることをしっかりとすることです。後悔や、自責の念、夫や妻を責めることではなく、神を信じきることです。
まず、先ほど述べた「親が推進力となり、また逆風となる」ということから話していきましょう。

思春期の子供にとって、親は大きく目の前に立ちはだかる存在です。その存在そのものが思春期の子供にとっては逆風でもあります。その存在を変えることは出来ませんし、変える必要もありません。また同時に子供の飛び立ちを支援する推進力でもあります。この両者の力がバランスよく働く時、子供は見事に飛び立っていきます。

思春期の子供との関わりに方について四つのキーワードを元に話したいと思います。

●傾聴する
　ある高校生が、母親に連れられてカウンセラーの所に来ました。その男の子が非行に走ってしまって、母親としては困り果てているのですが、母親は「この子が何を考えているのか全く分からない」と嘆きます。カウンセラーの前で、子供は睨むような目をして、腕組みをし、何も話そうとしません。

　しかし、これほど明確な態度を表しているわけですから、実はともて分かりやすい状況なはずなのです。

　子供の目、態度、言葉、その一つ一つが心の中に何があるのか明確に表しているからです。分からないのは、行動に目を留まって、その行動の根にあたる心を聴こうとしないからです。

　思春期の子供の行動は、すべて「サイン」であると理解しましょう。サインですから、それだけでは意味不明なのです。しかし、サインを読み取れば、確かに意味があるのです。サインを読み取るためには、傾聴することが必要なのです。傾聴とは「心を聴く」ことです。

　前出の男の子はサインをたくさん出しています。なぜ睨むのか？　なぜ腕組みをするのか？　なぜ話さないのか？　皆さんはどう思われますか？

　皆さんが、思春期の子供たちに見る行為をサインとするなら、そこから何を読み取ることができますか？

ユースの間でサインダンスが流行っていますが、思春期の子供たちは、みんなサインダンスをしていると思っていいでしょう。
　傾聴するためには、主語を子供にしてみることです。例えば、親が「私は、分からない」と自分を主語にするのではなく、子供を主語にしたらどうなるかを考えるのです。「オレは、～～だから話さないんだ」と、もし、自分が子供の立場だったら、なぜ何も話さないのか？　そうすることによって、より子供の心を聴くことが出来るようになります。
●理解する
　サインを読み取ったら、それを理解することです。受容と言ってもいいと思います。子供たちは、理解して欲しいと叫んでいます。しかし、これは親にとってもチャレンジです。

思春期の子供たちの様相は、親から見れば本当に理解不能なことが多々あるわけです。なぜズボンをパンツが見えるくらいにずり下ろしてはくのか？　どこが格好がいいのか？　この暑いハワイで毛糸の帽子をかぶるのは何故か？　どうみてもあの髪型は、寝癖としか見えない。鼻にゴミがついているかと思えばピアス？　これはいつの時代にも繰り返される光景でもあります。一昔前も、ダブダブのずぼんは、大人から全く理解されませんでした。

理解するということは、そのファッションが良いというのではありません。ましてや酒やドラッグなどの行為を受容することではないのです。理解するとは、外見的な行為はファッションではなく、その心なのです。

例えば、友達と酒を飲んだとします。それが発覚した時、「まあ、いいじゃないか、若者にはあることだよ」と物分りのいい親になってはいけません。理解することは、悪いことを許可することではありません。それでは逆風になりません。あくまで親は、子供にとって「うっとおしい」存在でいいのです。
しかし「おまえは何をやってるんだ！」と怒鳴りつけて、感情的に怒りをぶつけて、問い詰めて、その親の動機にあるのは、焦り、自責だったりします。純粋に子供のためであるよりは、その子供の状態への不安が、そのようなに感情的にさせたりすることがあります。あるいは「ご近所の恥、親戚の恥」などと言われたら、もはや最悪です。説明するまでもなく、子供のことよりも、自分の世間体のことが大事なのですから。子供は傷つきます。

そこで、感情をぐっとこらえて次のように話しを進めます。

「どんな酒を飲んだ？」　「ビール…」

「うまかったか？」　「苦かった…」

「どうして飲むことになったんだ？」

　　　　　　　　　　　　「友達に誘われて…」

「実はな、お父さんもーーー」

ここまで来ると子供は心を開きます。ここで初めて大切なことを教えられるのです。

「酒になぜ年齢制限があるのか分かるか？」

アルコールは理性を麻痺させること。その例をいくつかあげて説明します。自分の失敗談を話してもいいです。

　ここまで来ると子供の目がキラキラしてきます。自分の過ちがバレたという恐れではなく、思春期の酒を飲んでみたいという心が理解され、正しく治められていることに大きな安心感を感じるからです。

　大切なのは、子供が、自分で考えて、自分で判断して、自分で選ぶことです。特に思春期は、その総仕上げの時なのです。酒を飲まなくなるのが目的なのではなく（もちろん大切ですが）、この問題に対して自分の意志を持つことが目的なのです。もはやお父さんが、お母さんが言ったから、という生き方は終わりの時なのです。そのためには、まず傾聴し、理解するのです。ここまで来ると子供は必ず心を開きます。そして子供の方が親の言葉に傾聴し始めます。
●信じる
　それでも、思春期の子供は親を悩ませること、心配させることの連続です。そして何度も同じ過ちを繰り返します。しかし、あくまでも信じることです。親の仕事は、子供を信じることです。その根拠は、「子供は神のもの、一時的に神から預かっているもの」であるという所にあります。親は何度も子供に裏切られることがあります。しかし、それでも信じるのです。目に見えないものを信じるのが信仰です。子供が過ちを犯した時、「おまえはダメなやつだ」と言ってしまったらそれまでです。しかし、確かにダメはことをしたけれども、「それでも私は、君を信じている」と目に見える状況ではなく、見えないことを信じるのです。この子供は、必ず神を信じ、神の栄光のために、本当の自分を生きるようになると、信じることです。子供が二度と失敗しないと信じるのではなく、子供の人生が良いものであること、神がそのように全てを益として導いてくださることを信じるのです。信じられている子供は、悪い道に行っても、どこかでブレーキがかかります。羽目をはずしても、かならず戻ってきます。

　信じ続けてくれる親がいるということは、悪い道に行こうとする者にとっては逆風です。うっとおしい存在です。しかし、同時に本当の自分を見出す推進力でもあります。

　ある牧師の息子がグレて刑務所に入りました。その時、牧師である親は、彼と面会した時に、「君を信じている」と言い続けたそうです。やがて彼は回心して牧師になりました。「恐れないで信じる」ことです。そして絶えず、信仰の言葉を告白することです。

●励ます
　子供は励ましを必要としています。特に、今の世の中は、子供を追い詰め、責め立てるもので満ちています。子供との関わりの中で、どれだけ励ましの言葉をかけているでしょうか。特に叱るようなことがあった場合には、必ず最後には、子供が「よしやるぞ！」というやる気を出せるように、励まして終わるようにします。

　人生の離陸をすることに不安を覚えてる思春期の子供にとって、励まされることは何よりの力となります。
　最後に、子供は親の思い描いているようにはなりません。なったら逆に問題です。なぜなら神だけが、子供の人生のデザイナーだからです。思春期の子供を通して、私たちは、神の主権を知ります。「静まって、わたしこそ、神であることを知れ」（詩篇四六：十一）とあるように、この子供は、神のものである、この事実こそ、私たちを親を自由にする御言葉ではないかと思います。

　もし、思春期の子供の心を聴き、理解し、信じ、励ます中で、親のこの言葉や態度で、子供は傷ついているとわかったら、素直に子供に謝ることです。ある場合には、この親の「ごめんね」の一言が子供を立ち直らせることがあります。それは、その言葉を通して、自分が理解され受け入れられた分かるからです。

　子供が今、一番何を心で叫び求めているのか？　その声が聴こえますか？　「話しを聴いてよ」「押し付けないで」「もっと私を見つめて」「お願いだから信じて」「私のことを認めて」「私を赦して」「私を愛して」
　親自身も、たくさんのストレスを受ける社会です。子供の叫びは、実は親自身の叫びでもあります。私たちの叫びを受け留めてくれるのは、私たちの父である神です。この神に愛され、赦され、助けられて、親としての務めをさせていただきましょう。

文　関　真士　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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住所：2207 Oahu Ave.


礼拝：日曜日


　　　朝8時


又は


朝9時20分





連絡：関　真士


TEL973-4335　　





★どなたでも、ご自由にご参加出来ます。


★この小冊子、別のシリーズの


バックナンバーがあります。　　ご希望の方はご連絡ください。














セミナー


　「思春期の子供とどう関わるか」


　　　　　　　　　　　　　　　　　Sep/30/2007
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